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令和７年３月 

第２回清水町議会定例会一般質問事項 
 

質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

５ 中河つる子 １ 物価高騰が収まらない中、町民の生活を守るために

予算を使うのが「町民を元気にする」ことではないか 

 

米の高騰、野菜も肉も異常な値上がり、灯油・ガソリン価格も

値上がりし、暮らしに悲鳴が上がっている。３月も2,343 品目の

値上げで、値上がり率は17%になるという。 

子育て世帯も高齢者も一般家庭も買い物をするたびに、値上が

りにため息をついている。今、必要なのは、町民に寄り添い、そ

の生活を支援することではないか。ついては、18才まで医療費の

無料化については継続されるのか伺う。 

昨年12月に交付された物価高騰対応交付金をあてて、町民の生

活を守ることが「町民を元気にする」方策ではないか。町長の考

えを伺う。 

 

２ 高齢者向け買い物銀行バスの運転手の待遇改善を 

 

昨年10月からコミュニティバスが廃止され、町民の移動手段は

買い物銀行バスが大きな役割をはたすようになった。現在２台の

マイクロバスの運転を３人の運転手が担っており、月曜日から土

曜日まで毎日運行されているが、運転手はバスを運転している間

のみが賃金の対象となり、待機時間は賃金の対象となっていない。 

また、待機時間は車中でとっているとのことである。 

 社会福祉協議会との委託契約にあたって、次の２点を改善する

考えはないか伺う。 

（１）運行間の待機時間も勤務時間とみなし、賃金の対象とする

こと。 

（２）運転手の待機場所を福祉センター内に確保し、昼食などを

とる場所を設けること。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

２ 田 村 幸 紀 １ 選挙公約の総合計画への反映について 

 

（１）10年計画の第６期清水町総合計画は令和８年度から後期に

入り、令和７年度は基本計画の見直しを図る重要な年であ

る。この総合計画は前町長の元、多くの町民との議論のなか

で策定された計画であるが、こちらを刷新する考えをお持ち

なのか伺う。 

（２）現在の人口ビジョンの見通しに対しどのような認識を持ち、

選挙公約の実現によってどのような未来像を描いているの

か伺う。 

（３）体育館建設や道の駅建設に関しては、ゼロベースで再協議

する状態に戻っていたが、町長は選挙公約で道の駅設置と

体育館建替えを断言された。公に約束されたということは

相当の事実とその事実を裏付ける根拠があると理解してい

るが、現時点において想定されている場所、規模、財源と

併せて、本事業が必要だと決断に至った背景を伺う。 

 

２ アイスホッケー振興への見解と今後の展望につい

て 

 

本町にとってアイスホッケーは、アイスアリーナという優れた

競技環境を持ち合わせている上に、地域の受入体制が整っている

など他自治体と比較して優位性のある社会資源だと言える。また、

スポーツ振興のみならず関係人口の創出や清水高等学校振興にも

大きく寄与するものと理解されてきているが、選挙公約には一切

記載がなかった。町政運営における大きな軸となっていると思わ

れるアイスホッケー振興について現時点における見解と今後の展

望を伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

９ 佐 藤 幸 一 １ 選挙公約について 

 

䭜町長の数多い公約の中から、次の点について伺う。 

（１）緊急経済対策について    

  緊急経済対策として、水道料並びに営農用水の値下げを掲

げているが、何時からどの程度値下げする考えか伺う。 

（２）学校給食の無償化について 

  給食費については、据え置きを図るとのことであるが、無

償化する考えはないか伺う。 

（３）清水高等学校の支援について 

国の高等学校授業料無償化拡大に伴い、清水高等学校の受

験生が益々減少することが懸念されるところである。 

生徒の確保と清水高等学校の存続を図るため、通学費支援

と給食の無償提供を実施する考えはないか伺う。 

 

２ ルーキーファーム１００円ショップ清水店の閉店

について 

 

旧いちまるに隣接する１００円ショップが４月３０日で閉店す

ると告知された。 

店舗がなくなるということは、まちの賑わいや働く場所が消え

ていくもので過疎化に拍車がかかる一因である。 

町として、この件についてどのような対応をしてきたのか、そ

の内容について伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

１ 山 本 奈 央 １ 清水町の農業の未来について 

 

清水町の農業は、町の基幹産業であり、地域経済の発展に大き

く貢献している。しかし、高齢化による離農や後継者不足により、

農家戸数の減少が進んでいる。持続可能な農業を実現するために

は、こうした課題への対応が不可欠である。清水町の農業を次世

代へとつなぐための方針について、町長の考えを伺う。 

（１）清水町の農業の現状と課題をどのように認識しているか。 

（２）生産基盤の整備や農業者の支援に向けた具体的な施策の展

望 

（３）経営基盤強化のための支援策や、新たな取り組みの方向性 

 

２ 「しみずらぼ」の具体的な運営方針と成果目標につ

いて 

 

町長の所信表明で示された「しみずらぼ」構想は、全国の「や

りたい」を集め、清水町のフィールドや資産を活用しながら、地

元経済を活性化する取り組みとのことだが、その実現には具体的

な運営方針や支援体制が明確であることが重要となる。ついては、

その具体的な展望を伺う。 

（１）「しみずらぼ」はどのような体制で運営し、どのような支援

を行うのか。 

（２）清水町の資産やフィールドを活用するための具体策 

（３）関係人口の増加や企業誘致に向けた数値目標やロードマッ

プ 

（４）既存企業が新規参入者と共存・発展できる仕組みをどのよ

うに整備するのか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

７ 橋 本 晃 明 １ 観光振興と家畜伝染病予防 

 

人口減少の局面において交流人口を増やし経済を活性化する上

で、観光を振興することは非常に重要であるが、本町の基盤産業

である酪農・畜産を家畜伝染病から守ることは最重要課題である。 

本町においては、平成28年12月16日、北海道内で初めてとなる、

家きんの高病原性鳥インフルエンザが発生し、合計283,952羽を殺

処分・埋却した。 

アジアでは、2023年５月に隣国である韓国で口蹄疫が発生する

など、ワクチン非接種清浄国は日本を含め数ヵ国しかない。直近

では、本年１月にドイツにおいて発生が確認されたため、現在、

ドイツ産肉製品等の輸入が一時停止されている。 

アフリカ豚熱についても、平成30年８月に中国で発生して以降、

アジア地域での発生が拡大している。  

このような中で観光事業を進めていくためには、十分な準備が

必要であると思うが、町としての認識と対策について伺う。 

 

２ 指定管理者の変更 

 

社会体育施設の管理者として、これまでのNPO法人清水町体育協

会から株式会社ソルプレーサ・イノベーションズに変更が提案さ

れているが、理由と経過、今後の町の関わり方について伺う。 

 


